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▽
城
里
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

国
に
お
い
て
、
地
方
税
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
町
条
例
の
一
部
を
改
正
し
、
平

成
27
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
。

▽
城
里
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
に
お
い
て
、
国
民
健
康
保
険
法
施

行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
施
行

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
町
条
例
の
一
部

を
改
正
し
、
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら

施
行
。

▽
城
里
町
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

役
場
敷
地
内
に
電
気
自
動
車
用
急
速

充
電
設
備
を
設
置
し
た
こ
と
に
伴
い
町

条
例
を
改
正
。

▽
城
里
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

国
に
お
い
て
介
護
保
険
法
施
行
令
の

一
部
が
改
正
さ
れ
施
行
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
町
条
例
を
改
正
。

６月定例議会で決まったこと

６月定例会で決まったこと
条
例
改
正

　

６
月
定
例
会
は
、
６
月
９
日
か

ら
16
日
の
８
日
間
の
会
期
で
開
催

し
ま
し
た
。

・
条
例
改
正
４
件

・
平
成
26
年
度
補
正
予
算
７
件

・
平
成
27
年
度
補
正
予
算
１
件

・
そ
の
他
の
案
件
１
件

・
請
願
２
件

・
陳
情
４
件

を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
の
と
お

り
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

主
な
改
正
点
は
、
軽
自
動
車
税
の
グ

リ
ー
ン
化
特
例
及
び
原
動
機
付
自
転

車
等
に
係
る
税
率
に
つ
い
て
、
適
用

時
期
が
１
年
間
延
長
に
伴
う
改
正
並

び
に
引
用
条
項
番
号
及
び
関
係
文
言

等
。

主
な
改
正
点
は
、
国
民
健
康
保
険
税

の
賦
課
限
度
額
の
引
き
上
げ
及
び
軽

減
対
象
世
帯
の
所
得
判
定
基
準
。

主
な
改
正
点
は
、
１
回
当
た
り
の
使

用
料
を
規
定
す
る
も
の
。

主
な
改
正
点
は
、
低
所
得
層
の
第
一

段
階
に
お
い
て
介
護
保
険
料
が
軽
減

さ
れ
る
も
の
。

　

国
民
健
康
保
健
法
施
行
令
の
一
部

改
正
に
伴
っ
て
生
じ
る
保
険
税
の
賦

課
限
度
額
な
ど
保
険
税
の
算
定
基
準

を
見
直
す
も
の
で
す
。

　

限
度
額
は
、
基
礎
課
税
額
分
、
後

期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
分
、
介

護
納
付
金
分
の
81
万
円
を
85
万
円
に

改
定
し
ま
す
。
限
度
額
は
後
期
高
齢

者
支
援
金
が
導
入
さ
れ
て
か
ら
こ
の

７
年
間
で
５
回
、
17
万
円
の
引
き
上

げ
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

厚
労
省
の
説
明
だ
と
、
低
所
得
層
、

中
間
層
に
配
慮
す
る
と
い
い
ま
す
が
、

配
慮
と
い
う
な
ら
、
国
の
国
庫
負
担

反
対
討
論藤

咲　

芙
美
子
議
員

率
を
引
き
上
げ
、
国
民
の
負
担
を
軽

減
す
べ
き
で
す
。
１
９
８
４
年
度
か

ら
国
は
、
市
町
村
国
保
収
入
に
占
め

る
国
の
負
担
を
次
々
引
き
下
げ
て
き

ま
し
た
。
町
は
、
国
に
対
し
、
国
庫

負
担
の
増
額
を
強
く
求
め
る
べ
き
で

す
。
誰
も
が
払
え
る
保
険
料
に
軽
減

す
る
こ
と
は
、
国
の
責
任
で
す
。
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▽
承
認
４
号

　

平
成
26
年
度
城
里
町
一
般
会
計
補
正

　

予
算

▽
承
認
５
号

平
成
26
年
度
城
里
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

▽
承
認
６
号

平
成
26
年
度
城
里
町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算

▽
承
認
７
号

平
成
26
年
度
城
里
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算

▽
承
認
８
号

平
成
26
年
度
城
里
町
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

▽
承
認
９
号

平
成
26
年
度
城
里
町
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

▽
承
認
10
号

平
成
26
年
度
城
里
町
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算

▽
議
案
39
号

平
成
27
年
度
城
里
町
一
般
会
計
補
正
予

算
第
１
号
に
つ
い
て

６月定例議会で決まったこと

６月定例会で決まったこと
平
成
26
年
度
補
正
予
算

平
成
27
年
度
補
正
予
算

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
、
国
は
年

金
、
医
療
、
介
護
、
雇
用
や
所
得
・

納
税
な
ど
の
個
人
情
報
を
一
括
管
理
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
つ
い
先
だ
っ
て

１
２
５
万
件
の
年
金
個
人
情
報
の
流
出

が
問
題
に
な
り
ま
し
た
。
先
行
す
る
ア

メ
リ
カ
や
韓
国
で
は
、
個
人
情
報
の
大

量
流
出
・
不
正
使
用
が
大
問
題
に
な
り
、

制
度
見
直
し
議
論
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

政
府
は
、「
行
政
手
続
が
便
利
に
な
る
」

と
説
明
し
ま
す
が
、
便
利
に
な
る
の
は

行
政
だ
け
で
、
国
民
、
町
民
に
は
何
の

得
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
危
険

性
だ
け
が
大
き
く
な
る
だ
け
で
す
。

　

政
府
案
は
、
預
金
口
座
や
健
康
診
断
・

予
防
接
種
、
中
所
得
者
向
け
公
営
住
宅

の
管
理
に
も
適
用
拡
大
し
、
さ
ら
に
カ

ル
テ
や
診
療
報
酬
明
細
な
ど
戸
籍
や
旅

券
な
ど
に
も
拡
大
す
る
方
針
で
す
。
計

り
知
れ
な
い
被
害
を
招
き
か
ね
な
い
致

命
的
欠
陥
制
度
で
す
。

反
対
討
論藤

咲　

芙
美
子
議
員

　

介
護
保
険
料
は
、
今
年
４
月
か
ら
大
幅

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
方
医

療
介
護
総
合
確
保
推
進
法
に
も
と
づ
き

低
所
得
者
対
策
と
し
て
、
第
一
段
階
の
保

険
料
を
本
則
０
・５
か
ら
０
・
４
５
と
０
・

０
５
引
き
下
げ
る
も
の
で
、
財
源
は
国
、

県
、
市
町
村
で
負
担
し
ま
す
。こ
の
結
果
、

保
険
料
が
、
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
た

め
、
低
所
得
者
の
保
険
料
軽
減
策
を
や
っ

て
も
全
体
と
し
て
値
上
げ
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
軽
減
措
置
が
、
消
費
税

増
税
を
財
源
に
し
て
い
る
こ
と
は
問
題

で
す
。
大
企
業
は
消
費
税
を
負
担
し
て

お
ら
ず
、
増
税
を
求
め
て
い
ま
す
。
消

費
税
増
税
に
頼
ら
ず
、
大
企
業
、
大
資
産

家
増
税
等
に
財
源
を
求
め
る
べ
き
で
す
。

介
護
保
険
料
を
も
と
に
戻
し
、
住
民
税

非
課
税
者
ま
で
の
、
軽
減
措
置
こ
そ
実

施
す
べ
き
で
あ
り
、
今
回
の
措
置
に
反

対
し
ま
す
。

反
対
討
論藤

咲　

芙
美
子
議
員

５
Ｐ
の
特
別
会
計
６
事
業
特
別
会
計

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

６
Ｐ
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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６月定例議会で決まったこと

▽
平
成
26
年
度
工
事
変
更
請
負
契
約
の

締
結
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
契
約
の
目
的

　

大
桂
大
橋
耐
震
補
強
工
事

　
　
　
　
　
　
（
第
２
回
変
更
）

・
変
更
請
負
金
額

　

金
６
４
、１
０
８
、８
０
０
円

・
今
回
変
更
額

　

金
１
１
、９
１
２
、４
０
０
円

・
契
約
の
相
手

　

茨
城
県
水
戸
市
吉
沢
町

　
　
　
　
　
　
　

３
１
１
番
地
１

　

株
木
建
設　

株
式
会
社
茨
城
店

　
　
　
　
　
　
　
　

木
元　

由
孝

・
契
約
の
方
法

　

随
意
契
約
に
よ
る
契
約

▽
道
路
新
設
に
関
す
る
請
願

　

・
町
道
石
塚
上
泉
線
０
１
０
１
号
線

か
ら
町
道
石
塚
大
堀
線
０
２
０
２
号
線

に
接
続
し
た
縦
の
道
路
が
な
い
。
子
供

た
ち
の
通
学
の
安
全
・
安
心
、
通
勤
の

利
便
性
、
地
域
の
住
環
境
の
整
備
の
た

め
道
路
の
新
設
を
要
望
。

▽
鍛
冶
屋
沢
放
牧
場
（
城
里
町
有
地
）

天
然
ガ
ス
火
力
発
電
所
計
画
の
活
用

に
関
す
る
請
願

　

・
城
里
町
有
地
で
あ
る
鍛
冶
屋
沢
放

牧
場
を
「
天
然
ガ
ス
火
力
発
電
所
」
と
し

て
活
用
す
る
こ
と
は
、
税
収
増
・
過
疎

化
対
策
（
企
業
誘
致
）・
産
業
の
活
性
化

を
推
進
す
る
と
し
て
、
要
望
。

▽
町
営
ホ
ロ
ル
周
辺
へ
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
場
の
設
置
に
つ
い
て

　

・
近
代
競
技
と
し
て
高
年
者
に
も
最

適
と
し
て
普
及
し
て
い
る
「
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
」
を
町
営
「
ホ
ロ
ル
の
湯
」
周

辺
遊
休
地
に
設
置
し
、
温
浴
施
設
と
の

併
設
を
す
る
こ
と
で
県
内
外
か
ら
の
利

用
者
を
見
込
む
。

▽
気
象
事
業
の
整
備
拡
充
を
求
め
る
意

見
書

　

・
自
然
災
害
か
ら
人
命
を
守
る
た
め
、

精
度
の
高
い
防
災
情
報
や
気
象
情
報
を

提
供
で
き
る
よ
う
、
気
象
庁
及
び
水
戸

地
方
気
象
台
の
人
員
、
予
算
を
増
や
し
、

気
象
観
測
や
予
報
な
ど
の
基
盤
の
強
化

を
要
望
。

▽
年
金
積
立
金
の
専
ら
被
保
険
者
の
利

益
の
た
め
の
安
全
か
つ
確
実
な
運
用
に

関
す
る
意
見
書

　

・
国
内
債
券
中
心
の
運
用
方
法
か
ら

株
式
等
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
方
向
で
の

急
激
な
変
更
は
、
国
民
の
年
金
制
度
に

対
す
る
信
頼
を
損
な
う
可
能
性
が
あ
り
、

国
民
の
財
産
で
あ
る
年
金
積
立
金
を
毀

損
し
か
ね
な
い
た
め
、
責
任
の
所
在
を

明
確
に
す
る
要
望
。

▽
平
和
安
全
法
案
（
戦
争
法
案
）
の
慎
重

審
議
に
関
す
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る

陳
情

　

・「
平
和
安
全
法
制
」
は
日
本
に
対
す

る
武
力
攻
撃
が
な
く
て
も
、
政
府
が「
存

立
危
機
事
態
」
と
判
断
す
れ
ば
、
集
団

的
自
衛
権
の
行
使
を
認
め
る
も
の
と
な

っ
て
い
る
た
め
、
今
国
会
で
の
強
行
に

反
対
し
、
慎
重
審
議
を
求
め
る
要
望
。

契
約
の
締
結

請
　
　
願

陳
　
　
情

想
定
外
の
出
水
等
に
よ
り
掘
削
断
面
等

の
設
計
変
更
に
予
定
外
の
日
数
を
費
や

し
た
た
め
変
更
契
約
を
し
た
も
の
。

採
　
択

採
　
択

閉
会
中
の
継
続
審
査

閉
会
中
の
継
続
審
査

閉
会
中
の
継
続
審
査

閉
会
中
の
継
続
審
査
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６月定例議会で決まったこと

平成26年度補正予算
一般会計
追加補正	 （３月31日専決処分）
	 △４億7,016万円

総額　111億6,344万円に

特別会計
６事業特別会計

（千円以下切り捨て）

町債	 △250万円

地方交付税	 1億6,966万円

国庫支出金	 △1,243万円

県支出金	 △3,234万円

繰入金	 △6億2,295万円

歳入の主なもの

議会費関係	 △344万円

総務費関係	 △5,572万円

民生費関係	 △1億9,070万円

衛生費関係	 △7,890万円

労働費関係	 △240万円

農林水産業費関係	 △898万円

商工費関係	 △414万円

土木費関係	 △6,037万円

消防費関係	 △347万円

教育費関係	 △4,345万円

災害復旧費関係	 △348万円

公債費関係	 △1,507万円

※主に26年度事業確定により減になるものです。

歳出の主なもの

専決処分：議会を招集する時間的余裕がない場合、
地方自治法（第179条第１項）の規定に基づき町長
の権限で執行されるもの。

会計名 補正額 補正後の額 専決処分日

国　保
事業勘定 △6,666万円 25億7,163万円 3月31日

施設勘定 △719万円 2億3,206万円 3月31日

後期高齢者医療 △1,762万円 1億7,784万円 3月31日

介　護
保険事業勘定 △4,149万円 18憶7,710万円 3月31日

サービス事業勘定 36万円 453万円 3月31日

公共下水道事業 △2,836万円 11億2,836万円 3月31日

農業集落排水事業 △389万円 2億7,926万円 3月31日

水　道
収益的収入・支出 △3,246万円 7億4,744万円 3月31日

資本的収入 △3,836万円 3億9,580万円 3月31日
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６月定例議会で決まったこと、審議した議案と各議員の賛否

議　員　名
議　案　名

藤
咲
芙
美
子

片
岡
　
藏
之

薗
部
　

一

三
村
　
孝
信

河
原
井
大
介

関
　
誠
一
郎

阿
久
津
則
男

桐
原
　
健
一

小
林
　
祥
宏

南
條
　

治

杉
山
　

清

小
松
﨑
三
夫

鯉
渕
　
秀
雄

根
本
　
正
典

小
圷
　

孝

専決処分第２号（城里町税条例等の一部を改正する条例）
の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議

長

の

た

め

採

決

に

加

わ

っ

て

い

な

い

○ ○ ○

専決処分第３号（城里町国民健康保険税条例等の一部を改
正する条例）の承認を求めることについて × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分第４号（平成26年度城里町一般会計補正予算第７
号）の承認を求めることについて × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分第５号（平成26年度城里町国民健康保険特別会計
補正予算第４号）の承認を求めることについて × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分第６号（平成26年度城里町後期高齢者医療特別会
計補正予算第１号）の承認を求めることについて × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分第７号（平成26年度城里町介護保険特別会計補正
予算第４号）の承認を求めることについて × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分第８号（平成26年度城里町公共下水道事業特別会
計補正予算第４号）の承認を求めることについて × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分第９号（平成26年度城里町農業集落排水事業特別
会計補正予算第４号）の承認を求めることについて × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分第10号（平成26年度城里町水道事業会計補正予
算第２号）の承認を求めることについて × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分第11号（平成26年度工事変更請負契約の締結）
の承認を求めることについて × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

城里町使用料及び手数料条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
城里町介護保険条例の一部を改正する条例について × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成27年度城里町一般会計補正予算（第１号）について × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

審議した議案と各議員の賛否
　第２回定例会の議案等の表決を、賛成は○、反対は×で表示してあります。

平成27年度補正予算 （千円以下切り捨て）

一般会計
追加補正	 3,958万円

総額　96億6,758万円に

国庫支出金	 △600万円

県支出金	 653万円

繰入金	 3,119万円

諸収入	 36万円

歳入の主なもの

総務費関係	 1,519万円

民生費関係	 1,665万円

衛生費関係	 377万円

農林水産業費関係	 250万円

商工費関係	 △102万円

消防費関係	 26万円

教育費関係	 222万円

歳出の主なもの


